
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

保育士 ① 　　　32人 　　　32人

人 幼稚園教諭二種免許 ① 　　　32人 　　　32人
人 社会福祉主事任用資格 ① 　　　32人 　　　32人

折紙講師資格 ③   32人 　　　32人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

( 2022

3 名 3.5 ％

経専北海道保育専門学
校

昭和55年11月5日 中田靖泰
〒005-0004
札幌市南区澄川４条４丁目１－１

（電話） 011-812-9626

（別紙様式４）

2023年6月16日※１
（前回公表年月日：2021年5月27日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人経専学園 昭和48年4月24日 山本　清
〒005-0004
札幌市南区澄川４条４丁目１－１

（電話）

教育・社会福祉 教育・社会福祉専門課程 こども未来学科
平成二十三年文部科学省

告示第百六十七号
-

学科の目的
保育・幼児教育に関する幅広い専門知識とより高い保育技術を習得させるとともに、明るく意欲的、かつ感性豊かな人間性をもち、現場に即応できる人
材育成を目指す

011-824-1000
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

０単位 １単位
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
１３１単位 ３７単位 １２０単位 １３単位

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学則第9条により優、良、可、不可

１２０人 ９５人 0人 ９人 ６０人 ６９人

長期休み

■学年始：4月1日
■夏　 季：8月～9月　4週以内
■冬　 季：12月～1月　3週以内
■学年末：2月授業終了から3月31日

卒業・進級
条件

学則第21条による
卒業判定会議及び進級判定会議で決定

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 絵本読み聞かせボランティア

最低年間2回の個人面談実施、必要に応じ適宜面談実施

■サークル活動： 有

保育園、幼稚園、認定こども園、福祉施設等 （2022年度卒業者に関する2023年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す
るか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

： 100
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　　： 32 人

2022年4月1日時点において、在学者85名（2022年4月1日入学者を含む）
2023年3月31日時点において、在学者82名（2023年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更等

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http:keisen-hoiku.com

■就職率　　　　　　　　　： 100

2023年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
履歴書指導、個別面接指導、就職指導の授業、就職ガイダン
ス、就職セミナー等

■卒業者数 32
■就職希望者数 32

■主な就職先、業界等（2022年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組

年度当初に目標設定し、毎週の職員会議にて情報共有、対策検討

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
入学時の特待生試験にて3つのランクで奨学生を選出（全受験者の10％程度）Ｓランク特待生600,000円授業料免除、Ａランク特待生300,000
円授業料免除、Ｂランク特待生100,000円授業料免除

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）



種別

①

③

③

第１０回　平成30年7月30日　15:00～16:30 第１５回　2020年12月21日　15:00～16:00
第１１回　平成30年12月10日　15:00～16:15 第１６回　2021年9月3日　15:00～16:15
第１２回　2019年8月1日　15:00～16:30 第１７回　2021年12月20日　15:00～16:00
第１３回　2019年12月19日　15:00～16:15 第１８回　2022年7月28日　15:30～16:30
第１４回　2020年10月23日　15:00～16:00 第１９回　2022年12月21日　15:00～16:00

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
本学教育理念に基づき、早期からの職業理解や目的意識を持たせるためのキャリア形成支援を職業実務の実践性を含めた多様な教
育プログラムで実施する。
・実践的な設備の充実と早期からの多様な実習による「基本的な知識、技能の習得」
・業界講演会や卒業生による職業体験談を通しての「キャリアプランニング能力の育成」
・年間2回開催する「教育課程編成委員会」によるキャリア教育における実習等の状況の振り返りと教育活動の評価・改善の実施

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

今野路子 こども園・ひかりのこ　さっぽろ　園長
2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

2023年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

前田元照 公益社団法人北海道私立幼稚園協会　副会長
2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

教育課程編成委員会は学校長のもとに位置付け、教育課程編成委員会で企業及び業界団体等の意見・助言を活かしたカリキュラ
ムの改善を図る。決定事項は部長を通じ、部長代理から教務へと周知し教務全体で意思統一を図る。

2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

鈴木　朗 経専北海道保育専門学校　部長
2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

（開催日時）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

小川　睦美 経専北海道保育専門学校　こども学科
2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

若松幹子 経専北海道保育専門学校　部長代理
2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

五十嵐京湖 認定こども園　おとぎの国　園長

卒業年次学生の就職に関する意識について意見交換を行った。保育業界への憧れを抱き入学してきた学生が、卒業年次となり就職への意識がど
のように変化しているか調査し、その結果について話し合った。結果として給与や社風、福利厚生などを重視する傾向が高く、こどもとの関わりへの
関心が薄くなっている。養成校も保育現場に於いても保育の楽しさややりがいを伝え続け、学生のモチベーションを維持する仕組みづくりが必要であ
ると共通認識した。

中谷摩美 経専北海道保育専門学校　こども未来学科
2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年間２回開催、開催時期は概ね前期（４月～９月）１回・後期（１０月～３月）１回

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

保育内容総論

子どもの生活と保育内容について理解し、子どもの成長過
程と年齢に応じた配慮や支援について学び、保育者の役割
と子ども理解をロールプレイやグループワークを通して理
解を深める。

西野保育園

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
保育士資格及び幼稚園教諭免許に必要な知識を学ぶことはもとより、現場で活躍している講師から実際の保育現場で行われている
保育内容について学び理解を深める。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

連携している保育園の園長による「保育内容総論」の演習授業を1単位（90分×8週間）実施。実際の保育現場で実践して
いる保育士の活動例を紹介し、子どもの成長過程や年齢に応じた配慮などを学ぶとともに、保育園のホールでの活動を想
定した演習（ロールプレイ）を実施。成績評価については、出席状況や受講態度と合わせて、授業で学んだ内容を実際の子
どもの姿や保育場面に結びつけて総合的に理解できたか、レポート（1,500文字程度）と記述式試験にて優、良、可、不可の
４段階で評価していただくこととしている。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。



・産業団体や協会等が開催する講演会や研修に教員を計画的に派遣する
全国保育士養成協議会全国大会（年１回参加）、北海道幼稚園教諭養成校協会実習委員会（年１回参加）
北海道私立専修学校各種学校連合会主催教員研修（年２回参加）

種別

企業等

卒業生

①専攻分野における実務に関する研修等

全国保育士養成協議会全国大会　2022年8月25,26日（オンライン開催）

②指導力の修得・向上のための研修等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
本学教育理念及び教育方針・指針に基づき、教員養成において指導力の向上を図りキャリア教育に関する必要な知識や指導方法を
習得させるために職員研修を実施する。これらは学園の教職員研修規定に定められている。

・教育支援活動として協力いただいている企業との「必要とされる専門知識・技能の習得」等についての意見交換（年２回）を実
施する

・日常の授業、実習指導の向上を図るための教員による授業参観の開催と評価会を実施する

　　　2023年4月1日現在

（５）学生支援 （５）学生支援
（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集

（２）学校運営 （２）学校運営
（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（８）財務 （８）財務
（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献

（３）学校関係者評価結果の活用状況
・学校関係者評価委員より、この業界を志す高校生が減少していることが問題である。現場でも人材確保が大きな課題であり、将来への不安
は尽きない。教育の質向上と学生の安定した確保が大切である。この分野のカリキュラムは国家資格のためきちんと定められており問題は
ない。入学者を増やし、安定して現場へ優秀な人材を供給してもらいたい。

対応：学生募集活動を行う際に、高校生からの資料請求時には保護者宛に保育業界の現状を伝える手紙を送付し、オープンキャンパスでの
学校説明時にも待遇や働く環境が向上していることを強調して伝えることとした。

宮崎博一 社会福祉法人楡の会
2023年4月1日～2025年3月31
日（2年）

名　前 所　　　属 任期

鳥居敬徳 澄川ひろのぶ保育園
2023年4月1日～2025年3月31
日（2年）

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）   、公表年月日：2022年7月19日
URL:http://www.keisen-hoiku.com

北海道専修学校各種学校連合会主催教員研修を受講　2022年12月22日

①専攻分野における実務に関する研修等

全国保育士養成協議会全国大会　2023年9月2,3日、北海道幼稚園教諭養成校協会（実習委員会）　2023年10月予定

②指導力の修得・向上のための研修等

北海道専修学校各種学校連合会主催教員研修　2023年8月1日、12月予定

（１）学校関係者評価の基本方針
本校は、常に教育水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するために授業をはじめとする教育活動や教育環境、学校
運営の状況について、自己点検・評価はもとより、企業等、学校関係者等が評価に参画する学校関係者評価委員会を設置して客観
的な点検及び評価を行い、教育体制の強化を図る。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（１１）国際交流

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（３）研修等の計画
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（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の教育目標、所在地、連絡先等

（２）各学科等の教育 入学定員、カリキュラム、卒業後の進路、資格取得等

（３）教職員 教員の専門性

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

本校は、常に教育水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するために授業をはじめとする教育活動や教育環境、学校
運営の状況について評価委員を置き、点検及び評価を行い、その結果を公表することとする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

（３）情報提供方法

（１１）その他

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:http://www.keisen-hoiku.com

（４）キャリア教育・実践的職業教育 実習の取り組み状況、就職支援等への取り組み状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事の取り組み状況等

（６）学生の生活支援 学生支援の取り組み状況

（１０）国際連携の状況

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（７）学生納付金・修学支援 納付金の取り扱い、活用できる経済的支援措置等

（８）学校の財務 財務諸表等

（９）学校評価 学校関係者評価の結果及び改善方策
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外

専
　
　
任

兼
　
　
任

〇 憲法

基本的人権が争点となった具体的な事例をと
りあげ、日本国憲法における人権論のありよ
うを講義するとともに、議論する。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○
情 報 リ テ ラ
シーと処理技
術

Windowsの基本操作・代表的なアプリケーショ
ンソフトウェアの基本操作を学び、パソコン
を利用する上で必要な知識と技術を身につけ
る。

1
前

30 2 △ ○ ○ ○

○
英語コミュニ
ケーションⅠ

日本のグローバル化に対応するコミュニケー
ション・ツールとしての英会話を念頭に、授
業を通じて日常的レベルの英語の語感を身に
つけ、知識・英会話力をアップする。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○ 健康科学

現代社会が抱える健康に関する諸問題と生活
習慣との関連について理解し、生涯を通じた
健康づくり・体力づくりの基礎を習得する。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○
スポーツ
（実技）

基礎体力・運動技術・チームワーク・豊かな人間
性・自主的な判断による行動・安全性の確保を養
う。健康維持・増進をはかり、自己の健康を管理す
る能力を身につける。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 保育原理

「保育」を考える基本的な視点を養うために、保育
の意義や目的、保育に関する法令及び制度、保育所
保育指針など多様な側面から学びを深めることを目
的とする。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○ 社会福祉論

社会福祉の意義や歴史的変遷及び社会福祉における
子ども家庭支援に触れ、その意義や制度体制につい
て理解を深めるとともに、子ども家庭福祉との関連
についても学ぶ。

１
後

15 1 ○ ○ ○

○ 教育原理

保育の意義と目的、法令及び制度など保育の基本に
ついて理解し、保育者としての資質の在り方に目を
向け、保育におけるさまざまな課題に関しての認識
を深める。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○ 社会的養護Ⅰ

現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷を
学ぶ。さらに、子どもの人権擁護を踏まえた社会的
養護の基本や制度・実施体系・現状と課題について
理解を深める。

１
後

15 1 ○ ○ ○

　　　科目合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

（留意事項）
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・
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技

校
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校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
こども家庭福
祉

望ましい保育者となるために、現代社会における子
ども家庭福祉の意義と歴史的変遷について理解する
とともに、制度や関係機関の実施体制について、学
びを深めていく。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○ 発達心理学
子どもたちの心を良く理解し、適切な保育・教育・
養育・指導をするための心理学的な視点の重要性を
学ぶ。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○ 教育心理学
発達的観点から乳幼児期におけるこどもの身体的・
心理的特徴について理解を深め，現代社会において
必要とされる「教育」の在り方を学ぶ

１
後

30 2 ○ △ ○ ○

○
こどもの指導
法（言葉）

乳幼児期の言葉の発達やそのしくみ、こどもへの先進とな
る保育者の言葉のあり方、姿勢などについて学習を深め
る。文学への興味、言葉の持つ楽しさや美しさ、言語教材
についての意見交換や実践的な取り組みを行い、乳幼児期
に言葉を獲得することの意義を探求する。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの指導
法 （ 人 間 関
係）

子ども達を取り巻く「人間関係」のあり方や「保育所保育
指針」と「幼保連携型認定こども園教育・保育要領におけ
る領域「人間関係」のねらいや内容の理解を深める。

１
後

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの指導
法（リズム表
現）

保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・保育要
領・幼稚園教育要領における領域「表現」の内容を主軸と
して他領域での知識や技能と関連させながら、こどもに
とっての表現について、その意義、効果的な指導法、使用
教材の知識などについての理論と実践方法を学ぶ、

１
前

15 1 ○ ○ ○

○ 音楽表現論
子どもが遊びや生活の中で、子どもの素朴な表現を
見出し、受け止め共感することができる保育者とし
ての感性を養う。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○
言葉とこども
の文化

言葉の機能を理解し、絵本・紙芝居・おはなし等、
子どもが言葉を育むことに役立つ言語教材である児
童文化財への専門的知識を深める。また、その利用
の仕方について理解する。

１
後

15 1 ○ ○ ○

○ 造形表現論

幼児造形の指導・援助者として形や色等の造形の理
論をもとに、えがく表現、つくる表現そして造形あ
そびの領域と技法について、また、それに伴った材
料、用具の特性と利用について理解していく。

１
前

15 1 ○ ○ ○

　　　科目

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週
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選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 人間関係論

人間関係の成立と展開に関する発達心理学的基盤に
ついて理解する。保育実践においれ、人間関係を育
む際の保育者の役割について理解し、こどもの発達
に応じた保育のあり方を考える。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの発達
と家庭支援

生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得し、
家族・家庭の意義や機能を理解する。親子関係や家
族関係等について発達的な観点から理解を深め、子
どもとその家庭を包括的に捉える視点を習得する。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○
保育実習指導
Ⅰ

実習の意義・目的を理解し、今までの学びを考えな
がら、子どもをどう援助していくか演習を通して考
える。実習の流れと心得をテキストを中心に学び、
自分の実習課題を考える。

１
前

10 0 ○ ○ ○

○ 乳幼児保育Ⅰ

乳児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役割につい
て学ぶ。また、保育所、乳児院等多様な保育の場に
おける乳児保育の現状と課題や3歳未満児の発育・
発達を踏まえた保育の内容と運営体制について理解
する。

１
後

15 1 ○ ○ ○

○ 乳幼児保育Ⅱ

3歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援
助や関わりの基本的な考え方について学ぶ。養護及
び教育の一体性を踏まえ、3歳未満児の子どもの生
活や遊びと保育の方法及び環境について、具体的に
理解する。

３
前

15 1 ○ ○ ○

○ 保育内容総論

保育所や幼稚園、認定こども園における「保育」の
全般を理解し、各領域を総合的に捉える視点につい
て学ぶ。保育の基本を踏まえた保育内容に展開につ
いて具体的な保育実践と結び付けながら学ぶことを
目的とする。

２
後

15 1 ○ ○ ○

○ 教育課程論
幼児を育てる上で「大切なこと（目標）」「どのよ
うな方法・手立て（方針）」「どのような内容で」
「どの時期に」「どのような環境で」等を学ぶ。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○ 教職論

教職者の資質、専門性、制度的位置付け、子ども理
解、教職内容と遊び、計画と相互的な指導、援助の
在り方、教職間の協働、保護者への支援と連絡、地
域社会や専門機関・小学校との連携などである。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○ 教育方法論

教育方法の定義、意義、守備範囲の概念についての基本的知識を
習得し、教育目標、教育内容、評価との関連性についての理解を
深める。教育（保育）現場における様々な課題を解決する教育
（保育）方法とその活用についての理解を深め、保育者として必
要な資質を深める。

２
前

15 1 ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週
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任

○ 障害児保育
個々の障がい特性を理解し、障がい児だけではな
く、統合保育の視点で、保育者として必要な力を身
に付ける。

２
前

30 2 ○ ○ ○ ○

○
こどもの理解
と援助

こども理解を深めるための様々な視点や方法を学と
ともに、それを踏まえた上での援助の考え方や方法
について学ぶ。

２
後

15 1 ○ ○ ○

○ こどもと造形
幼児造形の指導・援助者として形や色等の造形の基
本的な理論を学習しながら、実際にそれらについて
テーマをもとに色彩分割及び構成学習を行う。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○
こども家庭支
援論

子育て家庭を取り巻く様々な社会状況について把握
し、保育の専門性を活かした子ども家庭支援の現状
と課題について理解を深める。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○ こどもの保健
小児保健の意義を理解し、それぞれの発達段階にお
ける身体的、生理的、社会性も踏まえた精神機能の
発達について学ぶ。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの食と
栄養

乳幼児期の健康と食生活の意義や栄養に関する基本
的知識を学び、保育者として、子どもに適切な食事
を提供する意義と食生活等関連するガイドライン等
を踏まえ理解する。

２
後

30 2 ○ ○ ○

○ 社会的養護Ⅱ

子どもの理解を踏まえた社会的養護の基礎的な内容につい
て具体的に学ぶ。施設養護及び家庭養護の実際や社会的養
護における計画・記録・自己評価、相談援助の方法・技
術、子ども虐待防止と家庭支援について理解する。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの指導
法「健康」

乳幼児期の健康に関する幅広い知識と個々の発育発達の状態に
合った配慮の仕方、子どもが健康でたくましく育つための具体的
な方法について、現代社会の子どもを取り巻く生活環境にも目を
向けながら子どもの積極的な健康づくり指導を目指す。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの指導
法「環境」

こどもは、家庭・地域社会・保育所・幼稚園・認定こども園など
での生活経験を通して、人格形成をはじめ思考力・創造力・想像
力等を学んでいく。本科目では、環境とは何かを理解しそこにど
う関わるかを中心に、保育現場における具体的事例を挙げて学習
していく。

２
前

15 1 ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
こどもの指導
法 「 造 形 表
現」

乳幼児の表現活動の大切さと発達過程や造形的な表現の特
徴を理解する学習をする。さらに材料・用具、手法をもと
に「えがく」「つくる」「造形あそび」などの題材や環境
構成、援助のあり方についての知識と製作体験とを関連づ
けながら学習を深める。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの理解
と相談支援

幼児、児童、生徒を対象にした現場における相談支援に重
点を置き、発達と成長の基礎理論、生活指導、しつけ、学
習適応等について学ぶ。また、カウンセリングの基本的態
度や技法について学び、様々な心理アセスメントの内容・
活用について理解を深める

２
前

15 1 ○ ○ ○

○
教育実習事前
事後指導

教育実習の意義と目的、実習生としての心構えを学ぶ。幼児の発
達の特性や発達過程を踏まえ、幼児理解や観察の視点・方法、指
導案作成等の習得に努めるともに、目標を持って実習に臨む態度
を育成する。実習後、総括と自己評価を行い、課題や目標を明確
にする。

３
前

15 1 ○ ○ ○

○
表現とこども
の運動

こどもの表現遊びや運動が年齢に応じて展開されて
いくことを理解し、表現遊び運動の実践例からイ
メージを膨らませ、安全に楽しく表現遊びが展開で
きる知識及び実践力を理論的に深める。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの指導
法 「 言 語 表
現」

幼稚園教育要領・保育所保育指針における「表現」と、幼
児の心の表現を学び、言語表現に利用できる児童文化財の
作成を試みる。作成した児童文化財を用いての表現演習を
通して、言語表現活動の指導法について、問題点を出し合
い、解決する力を身につける。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ 特別支援教育

特別な教育的ニーズを持つ子供を支援するにあたって、子
供自身の特性を理解する。子供を支援するために必要な社
会的資源や関係機関についての知識、個別の教育支援計画
の作成方法とその利用方法、教育課程と学びと生活の場の
あり方についても理解を深める。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○ 環境論

こどもを取り巻く環境は様々であり、その中でこど
もは生活をしている。具体的な環境例を示しなが
ら、それらとこどもの発達の関係性を考える。

２
後

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの健康
と安全

現代社会における子どもの健康問題や地域保健活動
について理解する。保育現場における感染症・事故
防止・安全対策・危機管理・災害管理について具体
的に理解する。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ 子育て支援

保育士の行う子育て支援について、様々な場や対象
に即した支援の内容と方法及び技術を、実践事例等
を通して具体的に理解するとともに、保育士の行う
子育て支援の展開を学ぶ。

３
前

15 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○

こどもの指導
法 「 音 楽 表
現」（第1・
2・3教程）

領域「表現」の目標を理解するとともに、音楽を通
した様々な表現活動の在り方や実践の方法を具体的
に理解する。また、小学校における教科「音楽」と
のつながりについても理解する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○
保育実習指導
Ⅱ

保育現場での保育実践を、自分の物として身に付け
られる事をねらいとする。他授業で学んだ知識およ
び保育実習Ⅰで学んだ内容を振り返り、実習で生か
せるように準備する。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○
保育実習指導
Ⅲ

施設種により保育者の仕事の具体的な支援内容は異
なる。自分の行く実習施設種を中心に事前レポー
ト、事後レポートなどで学習する。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○
保育実習Ⅰ
（保育所）

保育所の生活に参加し、保育内容、機能を学ぶ。保
育現場での体験を通して、保育士としての職業倫理
とこども最善の利益について具体的に学び、保育士
の役割について理解を深める。

2
前

80 2 ○ ○ ○

○
保育実習Ⅰ
（施設）

施設の生活に参加し、支援内容、機能を学ぶ。現場
での体験を通して、保育士としての職業倫理とこど
も最善の利益について具体的に学び、保育士の役割
について理解を深める。

3
前

80 2 ○ ○ ○

○
保育実習Ⅱ
（保育所）

保育所の生活に参加し、保育内容、機能を学ぶ。保
育現場での体験を通して、保育士としての職業倫理
とこども最善の利益について具体的に学び、保育士
の役割について理解を深める。

２
前

80 2 ○ ○ ○

○
保育実習Ⅲ
（施設）

施設の生活に参加し、支援内容、機能を学ぶ。現場
での体験を通して、保育士としての職業倫理とこど
も最善の利益について具体的に学び、保育士の役割
について理解を深める。

3
前

80 2 ○ ○ ○

○ 教育実習Ⅰ
講義等で習得した知識・技術を基礎とし、子どもと
の関わりを通して、子どもへの理解を深め、職務内
容、教育理念、教育内容及び方法について学ぶ。

３
前

80 2 ○ ○ ○

○ 教育実習Ⅱ

講義等で習得した知識・技術を基礎とし、子どもと
の関わりを通して、子どもへの理解を深め、職務内
容、教育理念、教育内容及び方法について学びを深
める。

３
前

80 2 ○ ○ ○

○
保育実践Ⅰ
（保育所）

講義や演習で習得した知識・技術を基礎とし、保育
者の職務内容について実践的に学ぶ。

2
通

75 5 ○ ○ ○

○
保育実践Ⅰ
（施設）

講義で習得した知識を基礎とし、様々な福祉施設の
機能や役割などについて学ぶ。

３
通

75 5 ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（留意事項）

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週



１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 保育実践Ⅱ
講義や演習を通して習得した知識・技術の基礎を実
践し、知識を深め、技術の向上を目指す。

2
通

75 5 ○ ○ ○

○ 教育実践Ⅰ
教育実践Ⅰを基礎とし、こどもへの理解を深め、保
育者の職務について実践的に学ぶ。

３
通

75 5 ○ ○ ○

○ 教育実践Ⅱ
教育実践Ⅱを基礎とし、教育理念、教育内容や教育
方法について学ぶ。

３
通

75 5 ○ ○ ○

○
保育・教職実
践演習

教育実習の意義と目的、実習生としての心構えを学ぶ。幼児の発
達の特性や発達過程を踏まえ、幼児理解や観察の視点・方法、指
導案作成等の習得に努めるともに、目標を持って実習に臨む態度
を育成する。実習後、総括と自己評価を行い、課題や目標を明確
にする。

３
前

30 2 ○ ○ ○ ○

○
地 域 ボ ラ ン
ティア

地域の児童福祉施設や社会福祉活動などへの活動を
通して、教職を目指すものとしての自覚を高め、実
社会の中での人間関係の構築について実践的に学
ぶ。

３
通

45 3 ○ ○ ○

○ 教育原理

教育原理は、教育学の基本及び基礎的事項について包括的
に学習し、包括的に深めていく科目である。また教育史に
触れながら、過去の教育学の基礎を培った人物の功績、歴
史的背景を踏まえながら、教育の本質に触れ、現在の教育
状況を考察していく。

１
後

4 ○ ○ ○

○ 発達心理学

１．発達心理学の必要性、発達に影響する要因、発
達に関する主な理論、発達段階や発達課題について
の知識を習得する。２．ヒトの各領域における発達
の様相についての知識を習得する。

1
後

4 〇 ○ ○

○ 保育原理

保育の理念、保育の基本原理、保育の歴史を学ぶ事
を通して時代による家族と社会、教育のあり方を理
解する。「幼保連携型認定こども園教育・保育要
領」等の内容を踏まえ、保育の質を高める保育のあ
り方を学ぶ。

1
後

4 〇 ○ ○

○
こども家庭福
祉

保育士養成課程における「保育の本質・目的に関する科目」とし
て、こども家庭福祉の意義や、歴史的変遷、こどもの人権擁護の
ほか、現代の子育て家庭の抱えるさまざまな課題について学ぶ。

1
後

4 〇 ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 社会的養護Ⅰ

①現代社会における社会的養護の意義と歴史の変遷
②こどもの人権擁護を踏まえた社会的養護の基本③
社会的養護の制度や実施体系等④社会的養護の意対
象や形態、関係する専門職等について⑤社会的養護
の現状と課題について理解する。

1
後

4 〇 ○ ○

○ 病児保育Ⅰ
病児・病児後の発達・心理を理解する。こ
どもと発達と発達段階を踏まえた関わり方
を学ぶ。

１
後

15 1 △ ○ ○ ○

○ 教育相談

学校・園の現場では、幼児・児童・生徒がさまざま
な課題に直面する。それは成長の一過程ではある
が、当時者いとっては大変大きな問題である。その
ような状況を踏まえ、学校・園での教育相談のあり
方や教育相談を実施する上での課題について学ぶ。

2
後

4 〇 ○ ○

○
こどもと人間
関係

領域「人間関係」における基礎知識を学び、「保育
所保育指針」及び「幼稚園教育要領」における領域
「人間関係」の内容を理解する。

2
後

4 〇 ○ ○

○ こどもと言葉

こどもの月例段階による発語の在り方を知り、喜ん
で言語活動が出来る具体的な方法を学ぶ。様々な児
童文化財や情報機器の活用法を理解し、活発な言語
活動の構想の中で応用できるようにする。

2
後

4 ○ ○ ○

○
保 育 内 容
（表　現）

身体表現の実践を通して、表現する喜びや
楽しさ、人とかかわる楽しさを体験し、こ
どもの目線に立った楽しさ、遊びを発展さ
せる面白さを味わう。

2
後

15 1 〇 ○ ○

○
保 育 内 容
（環　境Ⅱ）

「乳幼児を取り巻く環境」「乳幼児の身近な環境と
の関わりにおける思考・科学的概念の発達」「乳幼
児の身近な環境との関わりにおける標識・文字・情
報・施設との関わりの発達」の3点について、実践
事例を理解する。

2
後

15 1 〇 ○ ○

○
保 育 内 容
（健　康Ⅱ）

領域「健康」の学習内容をもとに、日常生活に身の回りの
ことを自分でする基本的生活習慣の確立、遊びや集団生活
を通して友達や保育者など他者との関わり方など、こども
が健康で安定した生活が送れるような態度や習慣を培う指
導法について学ぶ。

2
後

15 1 〇 ○ ○

○
保 育 内 容
（ 人 間 関 係
Ⅱ）

教育の場で、一人ひとりが大切にされ、こども理解
を深めながら、さらに互いが豊かな関わりが持てる
集団を形成するには、どのような課題があるのか、
保育における人間関係を様々な側面から考察し、事
例をもとに学ぶ。

2
後

15 1 〇 ○ ○

○ 言語表現
領域「言葉」のねらい及び内容を理解し、こどもが
豊かな言語表現活動を行うために必要な児童文化材
に関する知識や保育技術の習得を目指す。

2
後

15 1 〇 ○ ○

〇 身体表現
幼児を対象とした身体表現遊び：運動を実践するた
めに必要な実践的量刑性を目的とする。

2
後

15 1 〇 ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（留意事項）

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週



１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
こどもの救急
Ⅰ

普通救命（自動体外式除細動器業務従事
者）講習の内容に加えて、小児・乳児の心
肺蘇生、傷病者管理、外傷の応急手当、搬
送法など学ぶ

2
前

15 1 ○ ○ △ ○ ○

○ 病児保育Ⅱ
病児保育の概念や基本的理念、社会背景を
学び、様々な病児・病後児保育室の特徴を
知る。

2
後

15 1 △ ○ ○ △ ○ △

○ こどもの看護
病児・病後児保育における感染症対策につ
いて、具体的且つ実践的に学ぶ。

2
後

15 1 △ ○ ○ ○

〇 こどもと健康
幼児期に育みたい資質・能力について領域「健康」
の狙いと内容について理解する。こどもを取り巻く
環境を踏まえ、運動遊びの指導について学ぶ。

３
後

4 0 〇 ○ ○

〇 こどもと環境
幼児期において育みたい三つの資質・能力、幼児期
に終わりまでに育って欲しい10の姿について学ぶ。

３
後

4 0 〇 ○ ○

〇
こども理解の
理論と方法

こども理解の基盤となる発達心理学、臨床心理学等
の理論を学ぶ。また、幼稚園教諭の専門性としての
こども理解のあり方を幼児教育の特質と関連性を学
ぶ。

３
後

4 0 〇 ○ ○

〇
教育制度・行
政論

教育制度・行政に関する基礎概念・基本的論点・課
題に関する理解を深め、教職に必要な教育制度・行
政に関わる知識を獲得する。

３
後

4 0 〇 ○ ○

〇 特別支援論

各障がいについてその症状と支援及び障がい児支援の歴
史、インクルージョン・特別な配慮を要するこどもの教
育・保育を支える理念及び制度を学ぶ。また、具体的教育
支援計画及び障がいはないが、特別の教育ニーズのある幼
児。児童の困難さとその対応を学ぶ。

３
後

4 0 〇 ○ ○

〇 造形表現

子どもたちが持つ無限の可能性をいかにして、多く引き出
す手助けができるか。幼稚園、保育所、認定こども園等で
の造形表現における子どもの発達段階も交えながら、製作
を行い、模擬保育の含めて助言方法や技術について学ぶ。

３
後

15 1 〇 ○ ○

〇
こどもと表現
Ⅰ

子どもの体育的活動の指導者として必要な基礎的知識と技
能について学習する。子どもの心身の発達特性や運動特性
を理解し、子どもの健全な心身の発達を促すための身体活
動についての知識と技能を習得する。

３
後

15 1 〇 ○ ○

〇
こどもと表現
Ⅱ

美術・造形の基礎・基本・表現技法のあり方、美術の専門
知識などを学ぶ。また、子どもの絵の表現の発達の道筋を
たどりながら、幼児・児童に即した造形表現の教材を視野
に入れ、教材のあり方、支援・指導のありかたを理論・実
技の両面から実践する。

３
後

15 1 〇 ○ ○

〇
こどもと表現
Ⅲ

声楽における姿勢・呼吸・発声についての基本的な技能・
知識を学び、演習を通して歌唱技術を高める。また、音楽
解釈を基に歌唱表現を深め、曲の特徴にふさわしい楽曲表
現を習得する。

３
後

15 1 〇 ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期



（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学期の授業期間 16週



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
手づくりおも
ちゃ

「手芸の基礎」を踏まえ、保育現場で教材として使
える布製のおもちゃ3作品程度を作成する。

１
後

30 2 ○ ○ ○

○ 幼児の音楽Ⅰ
歌、器楽合奏など通じて幅広く幼児音楽を習得す
る。

１
通

30 2 ○ ○ ○

○ 折紙Ⅰ
折紙の基本となる８つの基本形を習得し、身近な題
材を折る。また、折り方の過程を作成し、折紙ファ
イルを完成する。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○ 保育活動Ⅰ
保育内容を理解し、こどもの遊びを豊かに展開する
ために必要な知識や技術を習得する。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○ 指導計画Ⅰ
各年齢に合った保育内容の理解を深め、立案の方法
を学ぶ。

１
後

15 1 ○ ○ ○

○
パ ネ ル シ ア
ターⅠ

パネルシアターを製作、実践することにより、視聴
覚教材の一つであるパネルシアターについて学びを
深める。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○ ペン字Ⅰ
ひらがな、カタカナの正しい字形を会得し、実習に
向けての身上書の完成を目指す

１
後

15 1 ○ ○ ○

○ 日誌指導Ⅰ
保育所実習に向けて、実習日誌の記録の仕方を理解
する。また、実習における日誌の必要性を理解し、
有効な活用方法について学ぶ。

１
後

15 1 ○ ○ ○

○ ピアノⅠ
保育者として、幼児に音楽的刺激を多様な方法で与
えられるよう個人レッスン形式にてピアノを使用し
て学び、基礎固めをする。

１
前

30 2 ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ ピアノⅡ

保育者として、幼児に音楽的刺激を多様な方法で与
えられるよう個人レッスン形式にてピアノを使用し
て学び、基礎固めをする。初心者はバイエル修了を
目指す。

１
後

30 2 ○ ○ ○

○ 折紙Ⅱ 日本折紙協会：折紙講師資格取得を目指す。
２
後

30 2 ○ ○ ○

○ 保育活動Ⅱ
保育所実習に向け、実際に子ども達と遊ぶ技術（手
遊び、歌遊び、ゲーム、鬼ごっこ、ダンス等）や指
導の仕方を身につけ、学ぶ。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○ 指導計画Ⅱ
各年齢に合った保育内容の理解を深め、自ら立案を
する力を身に付ける

２
前

15 1 ○ ○ ○

○ 日誌指導Ⅱ

保育実習に向けて、実習日誌の記録の仕方
を理解する。また、実習における日誌の必
要性を理解し、有効な活用法について学
ぶ。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○
カリキュラム
立案Ⅰ

幼稚園の教育内容とデイリープログラム、各年齢に
適した活動内容を理解し、立案の考え方・手順を身
に付け、年齢ごとの部分案を立案する。

２
後

15 1 ○ ○ ○

○ ピアノⅢ

ピアノⅡを基礎に、幼児に幅広い音楽活動と、豊か
な表現力を与えられるよう、より高度な演奏技術・
技能を学習する。ブルグミュラー２５の練習曲の終
了を目指す。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○ ピアノⅣ

ピアノⅢを基礎に、幼児に幅広い音楽活動と、豊か
な表現力を与えられるよう、より高度な演奏技術・
技能を学習する。ブルグミュラー２５の練習曲終了
を目指す。

２
後

30 2 ○ ○ ○

○
こどものうた
Ⅰ

「あいさつ」曲からレッスン（おはよう）（おべん
とう）（おかえりのうた）。等の弾きうたいが出来
るようにする。

２
前

15 1 ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
こどものうた
Ⅱ

こどものうたⅠを基礎に、保育者として最も必要と
される弾きうたいの技術・技能を習得する。

２
後

30 2 ○ ○ ○

○ 施設実習論 施設実習に向けての基本的な知識と心構えを学ぶ。
３
前

15 1 ○ ○ ○

○
幼稚園教育要
領

幼稚園教育要領の歴史的概観や改訂に至る背景、改
訂のポイントを知る。幼稚園教育要領の内容につい
て各章ごとに学習し、幼稚園の生活・保育・教育の
取り組みについて学ぶ。

３
後

15 1 ○ ○ ○

○ 就職指導
就職活動に向けて具体的な試験対策（履歴書指導、
面接指導、マナー等）を行い、志望先へ就職するこ
とを目指す。

３
通

30 2 ○ ○ ○

○
カリキュラム
立案Ⅱ

幼稚園の教育内容とデイリープログラム、各年齢に
適した活動内容を理解し、立案の考え方・手順を身
に付け、部分案・１日案を立案する。

３
前

15 1 ○ ○ ○

○ 介護概論
介護について理解を深めると共に、介護を行う為に
必要な知識を身に付ける。

３
前

15 1 ○ ○ ○

○ 保育活動Ⅲ
幼稚園実習に向けて、各々年齢や、ねらいに基づい
た活動について、実践しながら留意点などを考え、
集団遊びなどの一斉活動の指導法について学ぶ。

３
前

15 1 ○ ○ ○

○ ピアノⅤ
保育の場で必要な音楽を表現豊かに演奏する技術、
能力をさらに高める。

３
前

15 1 ○ ○ ○

○ ピアノⅥ
保育の現場で必要な実践的音楽技術や豊かな表現で
演奏する知識を広め、能力をさらに高める。ソナチ
ネ以上を目指す。

３
後

30 2 ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 保育者の心得
幼児保育・教育現場での専門職としての役割につい
て理解を深める。こどもや保護者、職員との関わり
について、演習を通して学ぶ

３
後

15 1 ○ ○ ○

○
保 育 者 の マ
ナー

幼児保育・教育現場で保育者としてのマナーについ
て理解を深める。保護者、職員、来客等との関わり
や社会人としてのマナーについて、演習を通して学
ぶ

３
後

15 1 ○ ○ ○

○
保育所保育指
針

保育所保育指針を基に、現在の保育現状を把握し、
深く学習することを通し、専門的知識を高める

３
後

15 1 ○ ○ ○

○
こどものうた
Ⅲ

こどものうたⅡを基礎とし、より高度な表現力を習
得し、保育の場で必要なこどものうたの弾きうたい
のレパートリー（こどものうた200）を拡大する。

３
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどものうた
Ⅳ

こどものうたⅢを基礎とし、より高度な表現力を習
得し、保育の場で必要なこどものうたの弾きうたい
のレパートリー（続こどものうた200）を拡大す
る。

３
後

30 2 ○ ○ ○

○ 日誌指導Ⅲ
教育実習に向けて、実習日誌の記録の仕方を理解す
る。また、実習における日誌の必要性を理解し、有
効な活用法について学ぶ。

３
前

15 1 ○ ○ ○

○
保 育 者 の マ
ナー

幼児保育・教育現場で保育者としてのマナーについ
て理解を深める。保護者、職員、来客等との関わり
や社会人としてのマナーについて、演習を通して学
ぶ

３
後

15 1 ○ ○ ○

○
保育所保育指
針

保育所保育指針を基に、現在の保育現状を把握し、
深く学習することを通し、専門的知識を高める

３
後

15 1 ○ ○ ○

○
こどものうた
Ⅲ

こどものうたⅡを基礎とし、より高度な表現力を習
得し、保育の場で必要なこどものうたの弾きうたい
のレパートリー（こどものうた200）を拡大する。

３
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどものうた
Ⅳ

こどものうたⅢを基礎とし、より高度な表現力を習
得し、保育の場で必要なこどものうたの弾きうたい
のレパートリー（続こどものうた200）を拡大す
る。

３
後

30 2 ○ ○ ○

○ 日誌指導Ⅲ
教育実習に向けて、実習日誌の記録の仕方を理解す
る。また、実習における日誌の必要性を理解し、有
効な活用法について学ぶ。

３
前

15 1 ○ ○ ○

○
障がい者福祉
論

福祉の援助を必要とする障がいのある方たち
の具体的なニーズは何か、その受け皿となる
援助制度の仕組み、事業の種類とその内容を
学習する。

３
後

15 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



○ こども演習Ⅰ

保育施設での子どもとの関わりを通して、保
育施設の機能・概要及び保育士の職務につい
て理解を深める。

1
後

45 3 ○ ○ ○ ○

○ こども演習Ⅱ
幼稚園での保育者の姿や子どもとの関わりを
通して、幼稚園の機能・概要及び幼稚園教諭
の職務内容について理解を深める。

2
通

100 6 ○ ○ ○ ○

○ 福祉支援演習
児童養護施設・障がい者支援施設の見学や作
業体験を通して、保育所以外の福祉施設につ
いて学び、理解を深める。

2
通

30 2 ○ ○ ○ ○

○
あ そ び 研 究
（ Ⅰ ・ Ⅱ ・
Ⅲ）

1年次から3年次までの3年間で、段階を経なが
ら経験を繰り返し、保育現場においての実践
力を養う。

３
前

15 1 ○ ○ ○

○ 手話

手話で日常会話を学びながら、歌や劇などに応用し
てコミュニケーションの幅を広げる。さらに、聴覚
障害者の文化や生活上の問題に触れ、誰もが平等に
暮らせる社会のあり方を共に考える。

３
後

15 1 ○ ○ ○

○ パソコン
効率よく操作するためにキーボードを見ずに入力で
きるよう練習し、実務に役立つ操作方法を実習す
る。

３
後

15 1 ○ ○ ○

○ 保育の英会話
日本における園児の保育・教育者になることを前提
として、園の日常活動に則した内容の英語表現を学
ぶ。

３
後

15 1 ○ ○ ○

○ 幼児の音楽Ⅱ
幼児音楽で使用されるとする楽器、歌、それらの指
導法など現場対応に応じた授業を実施する。

３
後

30 2 ○ ○ ○

　　　科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
エプロンシア
ター

保育教材としてのエプロンシアターを個人個
人で作成し、演じ方を習得する。

３
後

30 2 ○ ○ ○

○ 折紙Ⅲ

折紙Ⅰ、Ⅱで習得した技術を基に平面、立
体、壁面、自分の作る作品に適した手法を立
案し、卒業製作を行う。

３
後

30 2 ○ ○ ○

〇
こどもの救急
Ⅱ

子どもに起こりやすい自己の予防と手当及び
子どもの病気への対応を実践的に学ぶ ３

後
15 1 〇 △ 〇 〇 〇

○ 人形劇

人形劇の作り方の基本を学び実践し、人形劇
を発表するまでの過程を学ぶ。卒業発表に向
け、これまでの授業で学んだ実践活動活か
し、作成、発表する。

３
後

60 4 ○ ○ ○

○ オペレッタ

実践を通して感性を磨き、イメージ豊かな表
現活動を目指す。卒業発表に向け、習得した
実践力（ピアノ、歌、踊り、製作など）を活
かし、発表する。

３
後

60 4 ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども未来学科）2023年度

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

保育士 ① 　　　79人 　　　79人

人 幼稚園教諭二種免許 ① 57人 56人
人 社会福祉主事任用資格 ① 57人 56人

折紙講師資格 ③ 79人 79人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

( 2022

5 名 3 ％

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http:keisen-hoiku.com

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映した
内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、そ
れぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」「資
格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をいいま
す。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の者、
留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職者と
はしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進学状

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と同時
に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的な学修成
果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組

年度当初に目標設定し、毎週の職員会議にて情報共有、対策検討

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
入学時の特待生試験にて3つのランクで奨学生を選出（全受験者の10％程度）Ｓランク特待生600,000円授業料免除、Ａランク特待生300,000円
授業料免除、Ｂランク特待生100,000円授業料免除

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

2023年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率
2022年4月1日時点において、在学者167名（2022年4月1日入学者を含む）
2023年3月31日時点において、在学者162名（2023年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更等

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか
記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

： 94.9
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　　： 75 人
■就職率　　　　　　　　　： 97.4

■就職指導内容
履歴書指導、個別面接指導、就職指導の授業、就職ガイダン
ス、就職セミナー等

■卒業者数　　　　　　　　： 79
■就職希望者数　　　　　： 77

絵本読み聞かせボランティア

最低年間2回の個人面談実施、必要に応じ適宜面談実施

■サークル活動： 有

就職等の
状況※２

■主な就職先、業界等（2022年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
保育園、幼稚園、認定こども園、福祉施設等 （2022年度卒業者に関する2023年5月1日時点の情報）

長期休み

■学年始：4月1日
■夏　 季：8月～9月　4週以内
■冬　 季：12月～1月　3週以内
■学年末：2月授業終了から3月31日

卒業・進級
条件

学則第21条による
卒業判定会議及び進級判定会議で決定

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学則第9条により優、良、可、不可

２４０人 １５６人 ０人 ９人 ４２人 ５１人

０単位 １単位
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内数） 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
９４単位 ４３単位 １１７単位 １２単位

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限 全課程の修了に必要な総
授業時数又は総単位数 講義 演習 実習 実験 実技

教育・社会福祉 教育・社会福祉専門課程 こども学科
平成二十三年文部科学省

告示第百六十六号
-

学科の目的
保育・幼児教育に関する幅広い専門知識とより高い保育技術を習得させるとともに、明るく意欲的、かつ感性豊かな人間性をもち、現場に即応できる人材育
成を目指す

011-824-1000
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人経専学園 昭和48年4月24日 山本　清
〒005-0004
札幌市南区澄川４条４丁目１－１

（電話）

経専北海道保育専門学
校

昭和55年11月5日 中田靖泰
〒005-0004
札幌市南区澄川４条４丁目１－１

（電話） 011-812-9626

（別紙様式４）

2023年6月16日※１
（前回公表年月日：2021年5月27日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

①

③

③

第１０回　平成30年7月30日　15:00～16:30 第１５回　2020年12月21日　15:00～16:00
第１１回　平成30年12月10日　15:00～16:15 第１６回　2021年9月3日　15:00～16:15
第１２回　2019年8月1日　15:00～16:30 第１７回　2021年12月20日　15:00～16:00
第１３回　2019年12月19日　15:00～16:15 第１８回　2022年7月28日　15:30～16:30
第１４回　2020年10月23日　15:00～16:00 第１９回　2022年12月21日　15:00～16:00

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

保育内容総論

子どもの生活と保育内容について理解し、子どもの成長過
程と年齢に応じた配慮や支援について学び、保育者の役割
と子ども理解をロールプレイやグループワークを通して理
解を深める。

西野保育園

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
保育士資格及び幼稚園教諭免許に必要な知識を学ぶことはもとより、現場で活躍している講師から実際の保育現場で行われてい
る保育内容について学び理解を深める。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

連携している保育園の園長による「保育内容総論」の演習授業を1単位（90分×8週間）実施。実際の保育現場で実践して
いる保育士の活動例を紹介し、子どもの成長過程や年齢に応じた配慮などを学ぶとともに、保育園のホールでの活動を想
定した演習（ロールプレイ）を実施。成績評価については、出席状況や受講態度と合わせて、授業で学んだ内容を実際の
子どもの姿や保育場面に結びつけて総合的に理解できたか、レポート（1,500文字程度）と記述式試験にて優、良、可、不
可の４段階で評価していただくこととしている。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年間２回開催、開催時期は概ね前期（４月～９月）１回・後期（１０月～３月）１回

（開催日時）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
卒業年次学生の就職に関する意識について意見交換を行った。保育業界への憧れを抱き入学してきた学生が、卒業年次となり就職への意識が
どのように変化しているか調査し、その結果について話し合った。結果として給与や社風、福利厚生などを重視する傾向が高く、こどもとの関わり
への関心が薄くなっている。養成校も保育現場に於いても保育の楽しさややりがいを伝え続け、学生のモチベーションを維持する仕組みづくりが
必要であると共通認識した。

小川　睦美 経専北海道保育専門学校　こども学科
2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

中谷摩美 経専北海道保育専門学校　こども未来学科
2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

鈴木　朗 経専北海道保育専門学校　部長
2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

若松幹子 経専北海道保育専門学校　部長代理
2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

今野路子 こども園・ひかりのこ　さっぽろ　園長
2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

五十嵐京湖 認定こども園　おとぎの国　園長
2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

2023年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

前田元照
公益社団法人北海道私立幼稚園協会　副会
長

2022年4月1日～2024年3月31
日（1年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
本学教育理念に基づき、早期からの職業理解や目的意識を持たせるためのキャリア形成支援を職業実務の実践性を含めた多様な
教育プログラムで実施する。
・実践的な設備の充実と早期からの多様な実習による「基本的な知識、技能の習得」
・業界講演会や卒業生による職業体験談を通しての「キャリアプランニング能力の育成」
・年間2回開催する「教育課程編成委員会」によるキャリア教育における実習等の状況の振り返りと教育活動の評価・改善の実
施

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
教育課程編成委員会は学校長のもとに位置付け、教育課程編成委員会で企業及び業界団体等の意見・助言を活かしたカリキュ
ラムの改善を図る。決定事項は部長を通じ、部長代理から教務へと周知し教務全体で意思統一を図る。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿



・産業団体や協会等が開催する講演会や研修に教員を計画的に派遣する
全国保育士養成協議会全国大会（年１回参加）、北海道幼稚園教諭養成校協会実習委員会（年１回参加）
北海道私立専修学校各種学校連合会主催教員研修（年２回参加）

種別

企業等

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）   、公表年月日：2022年7月19日
URL:http://www.keisen-hoiku.com

宮崎博一 社会福祉法人楡の会
2023年4月1日～2025年3月31
日（2年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　2023年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

鳥居敬徳 澄川ひろのぶ保育園
2023年4月1日～2025年3月31
日（2年）

（１１）国際交流
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
・学校関係者評価委員より、この業界を志す高校生が減少していることが問題である。現場でも人材確保が大きな課題であり、将来への不
安は尽きない。教育の質向上と学生の安定した確保が大切である。この分野のカリキュラムは国家資格のためきちんと定められており問題
はない。入学者を増やし、安定して現場へ優秀な人材を供給してもらいたい。

対応：学生募集活動を行う際に、高校生からの資料請求時には保護者宛に保育業界の現状を伝える手紙を送付し、オープンキャンパスで
の学校説明時にも待遇や働く環境が向上していることを強調して伝えることとした。

（８）財務 （８）財務
（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献

（５）学生支援 （５）学生支援
（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集

（２）学校運営 （２）学校運営
（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果

本校は、常に教育水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するために授業をはじめとする教育活動や教育環境、学
校運営の状況について、自己点検・評価はもとより、企業等、学校関係者等が評価に参画する学校関係者評価委員会を設置して
客観的な点検及び評価を行い、教育体制の強化を図る。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標

①専攻分野における実務に関する研修等

全国保育士養成協議会全国大会　2023年9月2,3日、北海道幼稚園教諭養成校協会（実習委員会）　2023年10月予定

②指導力の修得・向上のための研修等

北海道専修学校各種学校連合会主催教員研修　2023年8月1日、12月予定

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

全国保育士養成協議会全国大会　2022年8月25,26日（オンライン開催）

②指導力の修得・向上のための研修等

北海道専修学校各種学校連合会主催教員研修を受講　2022年12月22日

（３）研修等の計画

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
本学教育理念及び教育方針・指針に基づき、教員養成において指導力の向上を図りキャリア教育に関する必要な知識や指導方法
を習得させるために職員研修を実施する。これらは学園の教職員研修規定に定められている。

・教育支援活動として協力いただいている企業との「必要とされる専門知識・技能の習得」等についての意見交換（年２回）を
実施する

・日常の授業、実習指導の向上を図るための教員による授業参観の開催と評価会を実施する
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（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:http://www.keisen-hoiku.com

（８）学校の財務 財務諸表等

（９）学校評価 学校関係者評価の結果及び改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事の取り組み状況等

（６）学生の生活支援 学生支援の取り組み状況

（７）学生納付金・修学支援 納付金の取り扱い、活用できる経済的支援措置等

（２）各学科等の教育 入学定員、カリキュラム、卒業後の進路、資格取得等

（３）教職員 教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育 実習の取り組み状況、就職支援等への取り組み状況

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校は、常に教育水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するために授業をはじめとする教育活動や教育環境、学
校運営の状況について評価委員を置き、点検及び評価を行い、その結果を公表することとする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の教育目標、所在地、連絡先等

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係
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必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 憲法

基本的人権が争点となった具体的な事例を
とりあげ、日本国憲法における人権論のあ
りようを講義するとともに、議論する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 比較憲法

中華圏の国の憲法体制を知る。また、中国
（中華人民共和国）及び台湾（中華民国）
の憲法体制について学習する。（2023年度
未開講）

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
情 報 リ テ ラ
シーと処理技
術

Windowsの基本操作・代表的なアプリケー
ションソフトウェアの基本操作を学び、パ
ソコンを利用する上で必要な知識と技術を
身につける。

1
前

30 2 △ ○ ○ ○

○
英語コミュニ
ケーション

日本のグローバル化に対応するコミュニケーショ
ン・ツールとしての英会話を念頭に、授業を通じ
て日常的レベルの英語の語感を身につけ、知識・
英会話力をアップする。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 健康科学

現代社会が抱える健康に関する諸問題と生
活習慣との関連について理解し、生涯を通
じた健康づくり・体力づくりの基礎を習得
する。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○
スポーツ（実
技）

基礎体力・運動技術・チームワーク・豊かな人間
性・自主的な判断による行動・安全性の確保を養
う。健康維持・増進をはかり、自己の健康を管理
する能力を身につける。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○ 保育原理

「保育」を考える基本的な視点を養うため
に、保育の意義や目的、保育に関する法令
及び制度、保育所保育指針など多様な側面
から学びを深めることを目的とする。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 教育原理

保育の意義と目的、法令及び制度など保育
の基本について理解し、保育者としての資
質の在り方に目を向け、保育におけるさま
ざまな課題に関しての認識を深める。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
こども家庭福
祉

現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的
変遷を学ぶ。子どもの人権擁護や子ども家庭福祉
の制度・実施体系・現状と課題について理解を深
め、動向と展望について考察する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

（留意事項）

教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 社会福祉論

社会福祉の意義や歴史的変遷及び社会福祉におけ
る子ども家庭支援に触れ、その意義や制度体制に
ついて理解を深めるとともに、子ども家庭福祉と
の関連についても学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
こども家庭支
援論

子育て家庭に対する支援の意義・目的の理
解を基礎とし、保育の専門性を活かした子
ども家庭支援の意義と基本について理解を
深める。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○ 社会的養護Ⅰ

現代社会における社会的養護の意義と歴史
的変遷を学ぶ。さらに、子どもの人権擁護
を踏まえた社会的養護の基本や制度・実施
体系・現状と課題について理解を深める。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 保育者論

1.保育者の役割と倫理の理解 2. 保育士の制度的
な位置づけの理解　3.保育士の専門性についての
考察及び理解　4.保育者の連携・協働の理解　5.
保育者の資質向上とキャリア形成についての理解
の5項目の習得を目標とする。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 保育の心理学

幼稚園、保育園における園児とのかかわりについ
て、心理学を基礎にして考察する。特に子どもの
発達、子どもの相互のかかわりの意味を理解し、
その援助の在り方について、基本的な理解を促す
ことを目的とする。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
こどもの発達
と家庭支援

生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得
し、家族・家庭の意義や機能を理解する。親子関
係や家族関係等について発達的な観点から理解を
深め、子どもとその家庭を包括的に捉える視点を
習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
こどもの理解
と援助

こども理解を深めるための様々な視点や方法を学
とともに、それを踏まえた上での援助の考え方や
方法について学ぶ。

２
後

15 1 ○ ○ ○

○ こどもの保健

小児の成長発達と生理機能のダイナミズム、その
過程で生ずる先天異常、健康保持増進のための予
防接種、小児がおこす事故と安全対策について、
理解が深まるように学んでいく。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○
こどもの食と
栄養

乳幼児期の健康と食生活の意義や栄養に関する基
本的知識を学び、保育者として、子どもに適切な
食事を提供する意義と食生活等関連するガイドラ
イン等を踏まえ理解する。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
保育の計画と
評価

カリキュラムの構成理論についての理解を踏まえ、全体的
な計画と指導計画の作成について、その意義と方法やこど
もの理解に基づく保育の過程（計画・実践・記録・省察・
評価・改善）について、その全体構造を捉え,理解する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども学科）2023年度

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 保育内容総論

保育所や幼稚園、認定こども園における「保育」
の全般を理解し、各領域を総合的に捉える視点に
ついて学ぶ。保育の基本を踏まえた保育内容に展
開について具体的な保育実践と結び付けながら学
ぶことを目的とする。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの指導
法（健康）

乳幼児期の健康に関する幅広い知識と個々
の発育・発達の状態に合った配慮の仕方、
子どもが健康でたくましく育つための具体
的方法について学ぶ。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの指導
法 （ 人 間 関
係）

こどもたちを取り巻く「人間関係」のあり方や
「保育所保育指針」と「幼稚園教育要領」と「幼
保連携型認定こども園教育・保育要領」における
領域「人間関係」のねらいや内容の理解を深め
る。

１
後

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの指導
法（環境）

環境とは何かを理解し、そこにどう関わる
かを中心に、保育現場における具体的事例
を上げて学習していく。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの指導
法（言葉）

乳幼児期の言葉の発達やそのしくみ、こどもへの先進となる保育者
の言葉のあり方、姿勢などについて学習を深める。文学への興味、
言葉の持つ楽しさや美しさ、言語教材についての意見交換や実践的
な取り組みを行い、乳幼児期に言葉を獲得することの意義を探求す
る。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの指導
法（リズム表
現）

保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・保育要領・幼稚園
教育要領における領域「表現」の内容を主軸として他領域での知識
や技能と関連させながら、こどもにとっての表現について、その意
義、効果的な指導法、使用教材の知識などについての理論と実践方
法を学ぶ、

1
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの指導
法 （ 言 語 表
現）

「表現」の内容を主軸として、幼児の心の表現を学び、言
語表現に利用できる児童文化財の作成を試みる。作成した
児童文化財を用いての表現演習を通して、言語表現活動の
指導法について、問題点を出し合い、解決する力を身に付
ける。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの指導
法 （ 造 形 表
現）

乳幼児の表現活動の大切さと発達過程や造形的な表現の特
徴を理解する。さらに材料、用具、手法をもとに「えが
く」「つくる」「造形あそび」などの題材や環境構成、援
助のあり方についての知識と製作体験とを関連づけながら
学習を深める。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○
絵本・紙芝居
Ⅰ

子どもの心身の発達や子どもを取り巻く環境と、保育所保
育指針に示される保育の内容を踏まえて、子どもの生活や
遊びにおいてイメージを豊かにし、感性を養う児童文化財
（絵本、紙芝居、ストーリーテーリング等）について学
ぶ。

2
前

15 1 ○ ○ ○

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
表現とこども
の運動

こどもの表現遊びや運動が年齢に応じて展開されていくこ
とを理解し、表現遊び運動の実践例からイメージを膨らま
せ、安全に楽しく表現遊びができる知識及び実践力を理論
的に深める。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○ 乳幼児保育Ⅰ

乳児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役割について学
ぶ。また、保育所、乳児院等多様な保育の場における乳児
保育の現状と課題や3歳未満児の発育・発達を踏まえた保
育の内容と運営体制について理解する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 乳幼児保育Ⅱ

3歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援助や関
わりの基本的な考え方について学ぶ。養護及び教育の一体
性を踏まえ、3歳未満児の子どもの生活や遊びと保育の方
法及び環境について、具体的に理解する。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの健康
と安全

子どもの健康状態の観察や発育、発達とその評価等につい
て基本的な知識を学び、実際に体験する。実習において
は、沐浴実習、調乳の実習、身体測定の実習、実践活動を
重視、さらに子どもの事故と応急処置等を行う。

２
後

15 1 ○ ○ ○

○ 障がい児保育

障がいのあるこどもたちと関わる為に必要な知識や支援の
方法等を学ぶ。保育場面における日常生活動作、食事動
作、排泄動作、更衣動作など具体的な保育方法について理
解する。相談機関等の種類と内容を理解し、個別援助の概
略と保護者を中心とした支援の内容を理解する。

２
後

30 2 ○ ○ ○

○ 社会的養護Ⅱ

子どもの理解を踏まえた社会的養護の基礎的な内容につい
て具体的に学ぶ。施設養護及び家庭養護の実際や社会的養
護における計画・記録・自己評価、相談援助の方法・技
術、子ども虐待防止と家庭支援について理解する。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○ 子育て支援
子育て支援の意義と原則、子育て支援の基本を理解し、子
どもの健やかな育ちをめざした保護者支援の理論・技術を
演習課題や事例を通して学習する。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○
保育所保育指
針Ⅰ

平成29年3月に改訂された保育所保育指針のポイントを総
則から保育内容、健康及び安全の各章について、具体的な
事例を交えながら学び、保育所において子どもの健やかな
育ちをどう保障していくのか考察する。

２
後

15 1 ○ ○ ○

○ 特別支援教育

特別な保育・教育ニーズを持つ子どもを支援するにあたって、子ど
も自身の特性を学ぶ。子どもを支援するために必要な社会的資源や
関係機関についての知識、個別の教育試験計画の作成方法とその利
用方法、教育課程と学びと生活の場のあり方についても理解を深め
る。

２
前

15 1 ○ ○ ○

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 環境論

具体的な環境事例を示しながら、それらと子どもの発達の
関係性を考える。また、環境を通して行う保育の意味を
しっかり学習し、保育者自身が保育環境をデザインする力
を身に付ける。（保育士コース未開講）

２
前

15 1 ○ ○ ○

○ 日誌指導Ⅰ

実習日誌の必要性及び記録の方法について模擬日
誌作成の演習を通し、具体的に理解する。実習後
の総括と自己評価及び課題の明確化につながる記
録としての日誌の位置づけについても理解する。

1
通

30 2 ○ ○ ○

○ ピアノⅠ

保育者として、幼児に音楽的刺激を多様な方法で与えられ
るよう個人レッスンでピアノを使用して学び、基礎的技術
を習得する。初心者はバイエル教則本、経験者は個人のレ
ベルに合った教則本を使用し、演奏技術及び読譜力の向上
を目指す。

1
通

30 2 ○ ○ 〇 ○

○ ピアノⅡ

ピアノⅠを踏まえ、更に演奏技術及び読譜力の向上を目指
す。初心者の習得目標はバイエル教則本100番とする。

2
通

30 2 ○ ○ 〇 ○

○
こどものうた
Ⅰ

こどもの生活や遊びを豊かに展開するために必要な知識や技術を実
践的に学ぶ。「こどものうた200」を教本とし、園生活、行事、う
たあそびなどから個人のレベルに合った課題曲の個人レッスンを受
け、弾き歌いの技術・技能を習得する。（保育士コース未開講）

1
後

30 2 ○ ○ 〇 ○

○ 保育活動Ⅰ

こどもの生活や遊びを豊かに展開するために必要な知識や
技術を実践的に学ぶ。手遊びや見立てあそび、ごっこ遊
び、運動遊びなど、保育士や他のこどもとの関係や集団の
中での体験を豊かにするための知識と技術を習得する。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○ 保育活動Ⅱ

保育活動Ⅰを基に、保育所実習に活用できる遊びを実践
し、学ぶ。子どもの自立心や社会性が育つ集団遊びを実践
する。ねらいに基づいた集団遊びを学ぶ。 1

後
15 1 ○ ○ ○

○
パ ネ ル シ ア
ター

こどもの生活や遊びを豊かに展開するために必要な知識や技術を実
践的に学ぶ。児童文化財（パネルシアター）に親しむ体験を豊かに
するための知識と技術を習得する。素材の特性の理解とそれらの活
用や作成に必要な知識及び技術を製作活動を通して学ぶ。

1
前

15 1 ○ ○ 〇

○ 合奏指導

本講義では、歌、器楽合奏などを通じて幅広く幼児音楽に
関わる知識と技術を習得することを目的とする。幼児音楽
で使用される楽器や歌、それらの指導法などを保育者とし
ての視点から、学ぶ。

1
通

30 2 ○ ○ ○

○
保育・教職実
践演習

本学における教育課程の全体及び保育実習等の体験を通して、専門
知識と技術、総合的判断力、倫理観等の習得について学びを振り返
る。現代的課題についての現状を知り、対応及び保育士、保育現
場、地域等に求められることについて、多様な視点から考察する。

2
通

30 2 ○ ○ ○

○ 保育実習Ⅰ
保育所にてクラスに入り、保育所保育の目標、内容、方
法、評価について作成した指導案を基に、具体的に学ぶ。
また、保育士として必要な資質・能力・技術を習得する。

２
前

160 4 ○ ○ ○ ○ ○

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
保育実習指導
Ⅰ

保育実習Ⅰ（保育所及びその他の児童福祉施設等）につい
て目的や概要を理解し、福祉職として保育士の役割を学
ぶ。保育実習の心構えと準備、事後の学びとして総括・評
価を経て、自己課題を明確にする。

１
通

30 2 ○ ○ ○

○
保 育 実 習 Ⅱ
（保育所）

保育所にてクラスに入り、保育所保育の目標、内容、方
法、評価について作成した指導案を基に、具体的に学ぶ。
また、保育士として必要な資質・能力・技術を習得する。

2
前

80 2 ○ 〇 〇 ○

○
保 育 実 習 Ⅲ
（施設）

保育所以外の児童福祉施設の養護の実践をし、保育士とし
て必要な資質・能力・技術を習得する。施設を利用する対
象児・者と養護内容の実際、施設のもつ全体的な養護機能
等について、理解を深める。

2
前

80 2 ○ 〇 ○ 〇 ○

○
保育実習指導
Ⅱ（保育所）

保育実習Ⅱ（保育所）について目的を理解し、保育実践力
を培う。保育実習Ⅰを踏まえた保育の改善を実践を通して
学び、総括・自己評価を経て、保育に対する課題を明確に
する。

1
後

15 1 ○ ○ ○

○
保育実習指導
Ⅲ（施設）

障がい児・者の支援についての理解・支援の実践
を知り、実習に向けて意義と目的を理解する。障
がい児・者施設での実習に向けての基本的な知識
と心構えを学ぶ。

1
後

15 1 ○ ○ 〇

○
手 作 り お も
ちゃⅠ

布の扱い方や縫い方を実践し、技術を取得
する。保育実習に向けての名札を作成す
る。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 折紙
日本折紙協会：折紙講師資格取得を目指
す。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 日誌指導Ⅱ

幼稚園実習に向けて、実習日誌の記録方法を学
び、実習における日誌の必要性を理解し、有効な
活用方法について理解を深める。（保育士コース
未開講）

2
前

15 1 ○ ○ ○

　　　科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ ペン字
ひらかな、カタカナの正しい字形を会得
し、実習に向けての身上書、履歴書の完成
を目指す。

1
前

15 1 ○ ○ ○

○ ピアノⅢ
ピアノⅠ・Ⅱを基礎に幼児へ幅広い音楽活
動と、豊かな表現力を与えられるよう、演
奏技術・技能を学習する。

2
前

15 1 ○ ○ ○ ○

○ ピアノⅣ

ピアノⅠ・Ⅱ・Ⅲを基礎に幼児へ幅広い音
楽活動と、豊かな表現力を与えられるよ
う、演奏技術・技能を学習する。（保育士
コース未開講）

2
後

30 2 ○ ○ ○ ○

○
こどものうた
Ⅱ

こどものうたⅠを基礎に幼児へ幅広い音楽活動
と、豊かな表現力を与えられるよう、保育者とし
て必要とされる引きうたいの技術・技能を修得す
る。

2
前

15 1 ○ ○ ○ ○

○
こどものうた
Ⅲ

こどものうたⅠ・Ⅱを基礎に幼児へ幅広い音楽活
動と、豊かな表現力を与えられるよう、保育者と
して必要とされる引きうたいの技術・技能を修得
する。（保育士コース未開講）

2
後

30 2 ○ ○ ○ ○

○ 就職指導
就職活動に向けて具体的な試験対策（履歴
書指導、面接指導、マナー等）を行い、志
望先に就職することを目指す

2
通

30 2 ○ ○ ○

○ パソコン

具体的な保育事例をもとに演習を行う。デジカ
メ・USBメモリ・CD-ROM・プロジェクターなどの使
用方法、パソコンを使用するうえでのルールとマ
ナーを学習する。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ 保育者の心得

幼児保育・教育現場での専門職としての役割につ
いて理解を深め、こどもや保護者、職員との関わ
りや社会人としてのマナーについて、演習を通し
て学ぶ

2
後

15 1 ○ ○ ○

○
保育所保育指
針Ⅱ

保育所保育指針に引き続き、沿って現在の
保育所・保育士の役割を学ぶ。

2
後

15 1 〇 ○ ○

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

〇 こどもと体育

体育遊びを実践的に学び、指導方法やこどもの運動発達に
ついて理解を深める。こどもの成長、発達と運動の関係に
ついて学び、体育遊びを実際に体験し、自らが行うこと
で、こどもの気持ちに寄り添うことが出来る様にする。

2
前

15 1 〇 〇

○ こどもと食育
こどもの離乳食やおやつなど、こどもの
様々な食育活動について学ぶ。（保育士
コースのみ開講）

2
後

15 1 ○ ○ ○

○
カリキュラム
立案

カリキュラム立案の大切さを理解し、幼稚
園実習に向けて、立案の考え方と手順を学
習する。（保育士コース未開講）

2
前

15 1 ○ ○ ○

〇
こどもの指導
法 「 音 楽 表
現」

領域「表現」の目標を理解するとともに、音楽を
通した様々な表現活動の在り方や実践の方法を具
体的に理解する。また、小学校における教科「音
楽」とのつながりについても理解する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
教 育 実 習 事
前・事後指導

教育実習の意義と目的、実習生としての心構えを学ぶ。また、幼児
の発達の特性や発達過程を踏まえ、幼児理解や観察の視点・方法、
指導案作成等の習得に努めるとともに、目標を持って実習に臨む態
度を育成する。また、実習後、総括と自己評価を行い、課題や目標
を明確にする。（保育士コース未開講）

1
後

10 0 ○ ○ ○

〇 音楽表現論

子どもが遊びや生活の中で、子どもの素朴な表現を見出し、受け止
め共感することができる保育者としての完成を養う。子どもが表現
することの楽しさを生み出す過程を理解し、子どもの豊かな感性や
表現する力、想像力を育むための具体的指導法の習得と音楽的技能
を身に付ける。（保育士コース未開講）

1
前

15 1 ○ ○ ○

〇 造形表現論

幼児造形の指導・援助者としての形や色等の造形
の理論をもとに、えがく表現、つくる表現そして
造形あそびの領域と技法について理解する。ま
た、技法に伴った材料、用具の特性と利用につい
て理解を深める。（保育士コース未開講）

1
前

15 1 ○ ○ ○

〇 人間関係論

人間関係の成立と展開に関する発達心理学的基盤
について理解する。保育実践において、人間関係
を育む際の保育者の役割について理解し、こども
の発達に応じた保育のあり方を考える。（保育士
コース未開講）

1
後

15 1 ○ ○ ○

○ 教育実習

講義等で習得した知識・技術を基礎とし、子ども
とのかかわりを通して、子どもへの理解を深め、
職務内容、教育理念、教育内容や教育方法につい
て学ぶ。（保育士コース未開講）

2
前

160 4 ○ ○ ○ ○

　　　科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 教育心理学

発達的観点から乳幼児期におけるこどもの身体
的・心理的特徴について理解を深め，現代社会に
おいて必要とされる「教育」の在り方を学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
幼稚園教育要
領

幼稚園教育要領の歴史的概観や改訂に至る背景、
改訂のポイントを知る。幼稚園教育要領の内容に
ついて各章ごとに学習し、幼稚園の生活・保育・
教育の取り組みについて学ぶ。（保育士コース未
開講）

2
後

30 2 ○ ○ ○

○ 教育課程論
教育課程に関する基本的な知識を学び、保育の専
門職としての基礎を培う。（保育士コース未開
講）

1
後

15 1 ○ ○ ○

○ 教育方法論

世界および日本の教育方法の歴史を学び、著名な
教育学者とその教育方法についての知識を身につ
ける。身に着けた知識に基づいた実践ができるこ
とを目的とする。（保育士コース未開講）

1
後

15 1 ○ ○ ○

○
こどもの理解
と相談支援

相談支援の究極的な目的は、こどもの人間形成、
人格形成にある。幼児、児童、生徒を対象にした
現場における相談支援に重点を置き、発達と成長
の基礎理論、生活指導、しつけ、学習適応等につ
いて学ぶ。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○
障がい者福祉
論

福祉の援助を必要とする障がいのある方たちの具
体的なニーズは何か、その受け皿となる援助制度
の仕組み、事業の種類とその内容を学習する。
（保育士コース必修）

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ 手話
手話で日常会話を学び、聴覚障害者の文化や生活
上抱える問題に触れ、誰もが平等に暮らせる社会
のあり方を共に考える。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ 保育の英会話

日本における園児の保育・教育者になることを前
提として、園の日常活動に則した内容の英語表現
や、他の英語では学ぶことができない幼児言葉・
わらべ歌などを身につける（保育士コース未開
講）

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ 人形劇

人形劇の成り立ちや作成過程への理解を深
め、作品や人形製作の基礎を身に付け、実践
し、人形劇を発表するまでの過程を学ぶ。
（保育士コース未開講）

2
後

60 4 ○ ○ ○

○ オペレッタ

実践を通して感性を磨き、イメージ豊かな表現活
動を目指す。卒業発表に向け、習得した実践力
（ピアノ、歌、踊り、製作など）を活かし、発表
する。（保育士コース未開講）

2
後

60 4 ○ ○ ○

○
育児コミュニ
ケーション

育児についての知識を深め、育児状況を理解
した上で、保育士としての自覚を持ち子ども
との関わりを持てるようにする。（保育士
コース未開講）

2
後

60 4 ○ ○ ○

　　　科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 絵本紙芝居Ⅱ

大型絵本（内容、絵、仕掛け等をすべてオリジナ
ル）を製作し、学期末の発表会で担当を決めて発
表する。表現力、創作力を洗練し、グループ作業
により協調性も養われる。（保育士コース未開
講）

2
後

60 4 ○ ○ ○

○ ボランティア

福祉施設でのボランティア活動をとおして、利用
者とのコミュニケーションを図る。あわせて、福
祉施設の作業内容を把握し、施設職員の役割を知
る。（保育士コース未開講）

2
後

60 4 ○ ○ ○ ○

○ 手作り教材

幼児の造形に用いられる様々な素材の特
性、扱い方と活動の内容、展開の仕方につ
いて体験を通して学ぶ。（保育士コースの
み開講）

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ ピアノⅤ
幼児に幅広い音楽活動と、豊かな表現力を
与えられるよう、より高度な演奏技術・技
能を学習する。（保育士コースのみ開講）

2
後

15 1 ○ ○ ○ ○

○
こどものうた
Ⅳ

より豊かな表現力を習得し、保育の場で必要
なこどものうたの弾きうたいのレパートリー
（続こどものうた200）を拡大する。（保育士
コースのみ開講）

2
後

15 1 ○ ○ ○ ○

○ 介護概論
介護について理解を深めると共に、介護を行
う為に必要な知識を身につける。

2
後

15 1 ○ ○ ○

○ 保育演習Ⅰ
講義や演習で習得した知識・技術を基礎と
し、保育者の職務内容について実践的に学
ぶ。（保育士コースのみ開講）

1
通

60 4 △ ○ ○ △ ○ ○

○ 保育演習Ⅱ
講義で習得した知識を基礎とし、様々な福
祉施設の機能や役割などについて学ぶ（保
育士コースのみ開講）

2
後

30 2 △ ○ △ ○ ○ ○

○ 保育演習Ⅲ
講義や演習を通して習得した知識・技術の
基礎を実践し、知識を深め、技術の向上を
目指す。（保育士コースのみ開講）

2
後

30 2 △ ○ △ ○ ○ ○

　　　科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 保育実践Ⅰ
講義や演習を通して習得した知識・技術の
基礎を実践し、知識を深め、技術の向上を
目指す。

2
通

30 2 ○ ○ △ ○ △

○ 保育実践Ⅱ
保育実践Ⅰを基礎とし、こどもへの理解を
深め、保育者の職務について実践的に学
ぶ。

2
通

30 2 ○ ○ △ ○ △

〇 保育実践Ⅲ
保育実践Ⅰ・Ⅱを通して習得した知識・技
術を実践し、保育者としての資質の向上に
努める。

2
通

45 3 ○ ○ △ ○ △

○ 教育実践Ⅰ
講義や演習を通して習得した知識・技術の
基礎を実践し、知識を深め、技術の向上を
目指す。（保育士コース未開講））

2
通

60 4 ○ ○ △ ○ △

○ 教育実践Ⅱ
教育実践Ⅰを基礎とし、こどもへの理解を
深め、保育者の職務について実践的に学
ぶ。（保育士コース未開講）

2
通

60 4 ○ ○ △ ○ △

○ 教育実践Ⅲ
教育実践Ⅰ・Ⅱを通して習得した知識・技
術を実践し、保育者としての資質の向上に
努める。（保育士コース未開講）

2
通

30 2 ○ ○ △ ○ △

○ 病児保育Ⅰ
病児・病児後の発達・心理を理解する。こ
どもと発達と発達段階を踏まえた関わり方
を学ぶ。

１
後

15 1 △ ○ ○ ○

○ 病児保育Ⅱ
病児保育の概念や基本的理念、社会背景を
学び、様々な病児・病後児保育室の特徴を
知る。

2
後

15 1 △ ○ ○ △ ○ △

○
こどもの救急
Ⅰ

普通救命（自動体外式除細動器業務従事
者）講習の内容に加えて、小児・乳児の心
肺蘇生、傷病者管理、外傷の応急手当、搬
送法など学ぶ

2
前

15 1 ○ ○ △ ○ ○

　　　科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ こどもの看護
病児・病後児保育における感染症対策につ
いて、具体的且つ実践的に学ぶ。

2
後

15 1 △ ○ ○ ○

○ HR
１
・
２

55 ー ○ ○ ○

○ HR行事
１
・
２

80 ー ○ △ ○ △ ○

　　106科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等

94単位以上1700時間
１学年の学期区分 前・後期
１学期の授業期間 16週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間( 91単位)

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程こども学科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数


